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	 酵素は自然の作り出した驚異的な合成装置である。酵素に似た特徴を少しでも持たせようとし

て「キャビタンド化合物」を触媒として利用する研究が、これまでに行われてきた 1)。キャビタ

ンドと酵素は２つの点で似ている。一つは、ゲスト分子（基質）が疎水性空孔（キャビティ）に

出入りしやすい半空状の形を持つ点。もう一つは、キャビティの空隙が緩い曲面をもった形状を

しており反応中心をその内側に配置できる点である。しかしながら、そもそもその合成が難しい

ため、キャビタンド触媒に関する報告例はいまだに極めて少なく、ごく基礎的な内容を理解する

ことすら厳しい状況が現在も続いている。この課題に対して我々は resorcin[4]arene とキノキサリ

ンからなるキャビタンドを母骨格とした金属触媒に関する研究を続けてきた。その過程で、この

触媒がノルマルブチル基とエチル基を区別して水和反応を触媒することを見出した 2)。さらにキ

ャビタンド触媒の構造活性相関を通して、内部空隙の形の違いによって触媒活性と選択性が大き

く変化することが明らかになった (Scheme 1) 3)。 

 
Scheme 1. A cavitand-recessed type mono-Au catalyst for selective hydration of internal alkynes. 
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